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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年4月2日(2009.4.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体レベルが垂直方向（ｚ方向）で変化する前記容器（５）の中を流れる導電率ＬＦを
有する導電性液体の流量ｄＶ（ｚ）を決定する測定装置（１０）であって、
　底壁（６ｂ）、液体入口（７ａ）、及び、液体出口（７ｂ）を有する容器（５）と、
　導電率測定装置（１０ａ）とを具備し、この導電率測定装置は、
　電圧源と、
　評価装置（１２）と、
　少なくとも１個の測定素子（２０）とを具備し、前記測定素子は、
　前記容器（５）内に配置され、前記評価装置（１２）に接続され、少なくとも２個の電
極（３０ａ，３０ｂ）を有し、
　これら電極は、ｚ方向に延び、前記ｚ方向と垂直方向に互いに離間して配置され、Ｚｍ

ａｘが（ｚ＝０における）前記各電極の第１の端部（下端部）（３１）から前記各電極の
第２の端部（上端部）（３２）までの距離を表わす、測定装置において、
　時間間隔ｔｉ－ｔｉ－１（但し、ｉ＝１．．．ｎ）において、前記導電率測定装置（１
０ａ）が測定値
　　Ｍｔｉ（ｖ）＝Ｍ（Ｖ（ｚ））～ＬＦ・ｆＭ（Ｖ（ｚ））
を出力し、
　　ｆＭ（Ｖ（ｚ））～ｆ（ｆＰｌ（Ｖ（ｚ）　但し、ｌ＝１．．．ｍ）～ｂＭ

Ｖ（ｚ）

が適用されるように、少なくとも前記容器（５）及び／又は前記導電率測定装置（１０ａ
）が、Ｖ（ｚ）に依存する少なくとも１個のパラメータ関数ｆＰｌ（Ｖ（ｚ））（但し、
ｌ＝１．．．ｍ）によって記述可能であるように構成されており、ここで、ｂＭは零又は
１に等しくない数であり、
　さらに、前記評価装置（１２）は、少なくとも前記測定値の商を生じ、前記商の対数を
得ることができるように構成されていること、
を特徴とする測定装置。
【請求項２】
　前記パラメータＰｌは、充填体積を決定するための前記容器の構造Ｆを表し、Ｆが、
　Ｆ（Ｖ（ｚ））＝ｆＰｌ（Ｖ（ｚ））～ｂＦ

Ｖ（ｚ）

によって表わされることを特徴とする、請求項１に記載の測定装置。
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【請求項３】
　前記測定素子（２０）は、前記液体容器（５）の周壁（６ａ）に一体化されていること
を特徴とする、請求項１に記載の測定装置。
【請求項４】
　前記液体容器は、水フィルター装置（１）の給水漏斗（５ａ）を備えることを特徴とす
る、請求項１に記載の測定装置。
【請求項５】
　電圧源と、
　評価装置（１２）と、
　この評価装置（１２）に接続され、また、ｚ方向に延び、前記ｚ方向と垂直方向に互い
に間隔を空けて配置された少なくとも２個の電極（３０ａ，３０ｂ）を有し、Ｚｍａｘが
（ｚ＝０における）前記各電極の第１の端部（下端部）（３１）から前記各電極の第２の
端部（上端部）（３２）までの距離を表す、少なくとも１個の測定素子（２０）と、
から構成され、液体レベルが垂直方向（ｚ方向）で変化する状況で導電性液体の流量ｄＶ
（ｚ）を決定する導電率測定装置において、
　時間間隔ｔｉ－ｔｉ－１（但し、ｉ＝１．．．ｎ）において、前記導電率測定装置（１
０ａ）が測定値
　　Ｍｔｉ（ｖ）＝Ｍ（Ｖ（ｚ））～ＬＦ・ｆＭ（Ｖ（ｚ））
を出力することと、
　さらに、ｂＭが零又は１に等しくない数であり、
　　ｆＭ（Ｖ（ｚ））～ｆ（ｆＰｌ（Ｖ（ｚ）　但し、ｌ＝１．．．ｍ）～ｂＭ

Ｖ（ｚ）

が当てはまるように、前記導電率測定装置（１０ａ）がＶ（ｚ）に依存する少なくとも１
個のパラメータ関数ｆＰｌ（Ｖ（ｚ））（但し、ｌ＝１．．．ｍ）によって記述可能であ
るように構成されていることと、
　前記評価装置（１２）が少なくとも前記測定値の商を生じ、前記商の対数を取得できる
ように構成されていることと、
を特徴とする導電率測定装置。
【請求項６】
　少なくとも１つのパラメータ関数に対して、
　　ｆＰｌ（Ｖ（ｚ））～ｂＰｌ

Ｖ（ｚ）

が適用され、ここで、好ましくは、０＜ｂＰｌ≦５、かつ、ｂＰｌ≠１であり、また、ｚ
がセンチメートルで表わされていることを特徴とする、請求項１ないし５のいずれか１項
に記載の装置。
【請求項７】
　少なくとも１個のパラメータＰｌが、
　　ｆＰｌ（Ｖ（ｚ））～ｂＰｌ

Ｖ（ｚ）

であり、好ましくは、１＜ｂＰｌ≦１．５であり、ここで、ｚがセンチメートルで表わさ
れるように選択されることを特徴とする、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記パラメータＰｌは、前記電極（３０ａ，３０ｂ）の少なくとも１個の面積Ａである
ことと、
　前記面積Ａが、
　　Ａ（Ｖ（ｚ））＝ｆＰｌ（Ｖ（ｚ））～ｂＡｌ

Ｖ（ｚ）

として表されていることと、
を特徴とする、請求項１ないし７のいずれか１項に記載の装置。
【請求項９】
　前記パラメータＰｌは、前記電極（３０ａ，３０ｂ）の間の距離Ｄであることと、
　前記距離Ｄが、
　　Ｄ（Ｖ（ｚ））＝ｆＰｌ（Ｖ（ｚ））～ｂＤ

－Ｖ（ｚ）

として表わされていることと、
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を特徴とする、請求項１ないし７のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１０】
　前記測定素子（２０）は、サポート部材（２１）を有することと、
　前記２個の電極（３０ａ，３０ｂ）が前記サポート部材（２１）の両側（又は両面）に
配置されていることと、
を特徴とする、請求項１ないし９のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１１】
　前記測定素子（２０）は、前記各電極の幅の広い第２の端部（３２）が上端に配置され
るように、前記液体容器（５）内に配置されていることを特徴とする、請求項１ないし８
のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１２】
　前記評価装置（１２）は、ディスプレイユニット（１３）に接続されていることを特徴
とする、請求項１ないし１１のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１３】
　少なくとも前記電圧源、前記評価装置（１２）、及び、少なくとも１つの前記測定素子
（２０）は、単一モジュール又は部分組立品に一体化されていることを特徴とする、請求
項１ないし１２のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１４】
　前記ディスプレイユニット（１３）が前記モジュール又は部分組立品に一体化されてい
ることを特徴とする、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記２個の電極（３０ａ，３０ｂ）の間に形成される電界線（３６）の経路長を変更す
る少なくとも１個の素子が、前記電極（３０ａ，３０ｂ）の間に配置されていることを特
徴とする、請求項１ないし１４のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１６】
　前記素子は、前記電界線（３６）の前記経路長が、ｚの値の増加と共に指数的に減少す
るように、構成されていることを特徴とする、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記素子は、湾曲した自由前方縁部（２７）を有するプレート（２６，２６ａ－ｄ）で
あることを特徴とする、請求項１５又は１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記２個の電極（３０ａ，３０ｂ）は、サポート部材（２１）上に並んで配置されるこ
とと、
　前記プレート（２６，２６ａ－ｄ）は、前記２個の電極（３０ａ，３０ｂ）の間に配置
されることと、
を特徴とする、請求項１５ないし１７のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１９】
　前記２個の電極（３０ａ，３０ｂ）は、サポート部材（２１）の両側（又は両面）に配
置されていることと、
　各電極（３０ａ，３０ｂ）は、各電極の側面に沿って、かつ、各電極の近くに配置され
ている１つずつのプレート（２６，２６ａ－ｄ）を有することと、
を特徴とする、請求項１５ないし１７のいずれか１項に記載の装置。
【請求項２０】
　前記プレート（２６，２６ａ－ｄ）は、前記サポート部材（２１）に対して垂直に配置
されていることを特徴とする、請求項１８又は１９に記載の装置。
【請求項２１】
　フィルターカートリッジのための体積負荷測定装置としての請求項１ないし２０のいず
れか１項に記載の装置（１０）の使用。
【請求項２２】
　前記測定装置（１０）は、前記フィルターカートリッジを交換すべき時点を示すディス
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プレイユニット（１３）を有することを特徴とする、請求項２１に記載の使用。
【請求項２３】
　少なくとも１つの細長い電極（３０ａ，３０ｂ）を備え、液体レベルに依存する導電性
液体の測定値を決定する測定素子において、
　前記電極（３０ａ，３０ｂ）の面積Ａが前記電極の第１の端部（３１）から第２の端部
（３２）までの距離ｚの増加と共に指数的に増加することを特徴とする、測定素子。
【請求項２４】
　前記電極（３０ａ，３０ｂ）の前記面積Ａに関して、
　Ａ（Ｖ（ｚ））～ｂＡ２

Ｚであり、
　但し、０＜ｂＡ２≦５、かつ、ｂＡ２≠１であり、
　ｚがセンチメートル単位で表わされている
ことを特徴とする、請求項２３に記載の測定素子。
【請求項２５】
　前記電極（３０ａ，３０ｂ）の前記面積Ａに関して、
　Ａ（Ｖ（ｚ））～ｂＡ２

Ｚであり、
　但し、０＜ｂＡ２≦１．５であり、
　ｚがセンチメートル単位で表わされている
ことを特徴とする、請求項２３に記載の測定素子。
【請求項２６】
　前記電極（３０ａ，３０ｂ）の幅Ｂは、ステップ（３８）状に変化することを特徴とす
る、請求項２３ないし２５のいずれか１項に記載の測定素子。
【請求項２７】
　幅Ｂ１が、前記電極の前記第１の端部（３１）で０．１ないし２０ｍｍの範囲に入るこ
とを特徴とする、請求項２３ないし２６のいずれか１項に記載の測定素子。
【請求項２８】
　幅Ｂ２が、前記電極の前記第２の端部（３２）で５ないし３０ｍｍの範囲に入ることを
特徴とする、請求項２３ないし２７のいずれか１項に記載の測定素子。
【請求項２９】
　前記電極の前記第１の端部（３１）には、前記電極の軸と垂直に延び棒状に拡幅された
領域（３５）が設けられていることを特徴とする、請求項２３ないし２８のいずれか１項
に記載の測定素子。
【請求項３０】
　接点素子（３３）が、前記電極の前記端部（３１，３２）の一方に接続されていること
を特徴とする、請求項２３ないし２９のいずれか１項に記載の測定素子。
【請求項３１】
　前記電極（３０ａ，３０ｂ）は、金属、合金、導電性プラスチック、又は、別の導電性
材料から構成されることを特徴とする、請求項２３ないし３０のいずれか１項に記載の測
定素子。
【請求項３２】
　少なくとも１個の前記電極（３０ａ，３０ｂ）は、サポート部材（２１）上に配置され
ていることを特徴とする、請求項２３ないし３１のいずれか１項に記載の測定素子。
【請求項３３】
　前記サポート部材は、液体容器（５）の壁（６ａ）であることを特徴とする、請求項３
２に記載の測定素子。
【請求項３４】
　前記サポート部材は、２つの両側（又は両面）のそれぞれで１個ずつの電極（３０ａ，
３０ｂ）を担持するサポートプレート（２１）であることを特徴とする、請求項３２に記
載の測定素子。
【請求項３５】
　２個の電極（３０ａ，３０ｂ）が、同じであることを特徴とする、請求項３２ないし３
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４のいずれか１項に記載の測定素子。
【請求項３６】
　前記サポートプレート（２１）は、ダブルＴ型断面を有することを特徴とする、請求項
３４又は３５に記載の測定素子。
【請求項３７】
　前記サポートプレート（２１）は、前記電極の前記第１の端部（３１）の近くに配置さ
れた２個の脚部（２２ａ，２２ｂ）を有することを特徴する、請求項３２ないし３６のい
ずれか１項に記載の測定素子。
【請求項３８】
　前記電極（３０ａ，３０ｂ）は、導電性プラスチックから構成され、前記サポート部材
（２１）は、非導電性プラスチックから構成されることを特徴とする、請求項３２ないし
３７のいずれか１項に記載の測定素子。
【請求項３９】
　前記測定素子は、２コンポーネントの射出成形部品であることを特徴とする、請求項２
３ないし３８のいずれか１項に記載の測定素子。
【請求項４０】
　容器及び導電率測定装置を利用して、液体レベルが垂直方向（ｚ方向）に変化する前記
容器の中を通る導電率ＬＦである導電性液体の総流量ｄＶを決定する方法において、
・Ｖ（ｚ）に依存する少なくとも１つのパラメータ関数
　ｆＰｌ（Ｖ（ｚ））　（但し、ｌ＝１．．．ｍ）
によって表されることができるように少なくとも前記容器及び／又は前記導電率測定装置
を構成する工程と、
・前記導電性測定装置によって発生された測定値に対して、
　Ｍ（Ｖ（ｚ））～ＬＦ・ｆＭ（Ｖ（ｚ））～ｆ（ｆＰｌ（Ｖ（ｚ）））～ｂＭ

Ｖ（ｚ）

であるように、前記少なくとも１つのパラメータ関数ｆＰｌ（Ｖ（ｚ））を案出又は適合
させる工程と、
・基底ｂＭを決定するために測定を実行する工程と、
・時間間隔ｔｉ－ｔｉ－１（但し、ｉ＝１．．．ｎ）における測定値Ｍｔｉ（Ｖ（ｚ））
を決定する工程と、
・ｄＶｉを決定するために、商Ｍｔｉ＋１／Ｍｔｉを決定し、このような商の対数を決定
する工程と、
・貫流した総量ｄＶを決定するために、ｎ重の値ｄＶｉを一緒に加算する工程と、
を具備することによって特徴付けられている方法。
【請求項４１】
　前記測定値Ｍｔｉは、１ないし１００秒の範囲内の時間間隔で決定されることを特徴と
する、請求項４０に記載の方法。
【請求項４２】
　前記測定値Ｍｔｉは、１ないし２０秒の範囲内、好ましくは、２ないし１０秒の範囲内
の時間間隔で決定されることを特徴とする、請求項４０又は４１に記載の方法。
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